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資 料 
１ 次第 

２ 足立区開かれた学校づくり協議会 チラシ 

そ の 他 傍聴者はなし 
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（審議経過） 

鹿浜未来小学校の開かれた学校づくり協議

会について 

○野辺（陽）議長 

  それでは只今から議題に入りたいと思

います。議事進行につきましては、皆さま

方のご協力をよろしくお願いいたします。

それでは鹿浜未来小学校の開かれた学校

づくり協議会についてということで、まず

は開かれた学校づくり協議会のご担当の

方から説明をお願いしたいと思います。 

○三ヶ島係長 

  皆さんこんばんは。学校支援課学校地域

連携担当の三ヶ島と申します。どうぞよろ

しくお願いします。皆様のお名前を確認さ

せていただいたところ、皆様両校の開かれ

た学校づくり協議会の委員ということで、

何度もお耳にされたり目にされたりして

いるとは思いますが、こちらの黄色いチラ

シを念のため添付させていただきました。

あらためて開かれた学校づくり協議会は

何のためにあるのかというところを押さ

えていただけたらと思います。 

開かれた学校づくり協議会は学校と地

域と家庭を繋いで地域性を活かした特色

ある学校をつくることを目的として、最終

的にめざしているのは、確かな学力を身に

付け、たくましく生き抜く力や豊かな心を

育てることをめざしています。３つの目標

としまして、「地域に根ざした特色ある学

校づくり」「学校支援活動の充実」「家庭

と地域の教育力の向上」の３つを掲げてい

ます。それを達成するための５つの機能と

しまして、「協議機能」「評価機能」「支

援機能」「調整機能」「実施機能」の５つ

が挙げられています。特に今、各校の開か

れた学校づくり協議会にお邪魔しますと、

「評価機能」の部分で学校関係者評価を進

めている学校が特に多いと思われます。裏

面は足立区自体が開かれた学校づくり協

議会型のコミュニティ・スクールという

ものを推進していますので、ぜひそちらに

向けて取り組んでいただけたらと思って

おります。 

これから新しく開かれた学校づくり協

議会が立ち上がると思いますが、区から学

校経由で皆さんにお願いしたいこととし

ましては、例年４月の段階で委員名簿の提

出依頼をさせていただいています。新しく

なられる校長先生から委員の推薦をして

いただいて、委嘱状の発行という流れにな

ります。委嘱状の発行は第１回の協議会に

間に合うようにこちらで作成しまして、当

日に校長先生もしくは担当からお渡しさ

せていただくという流れになりますので、

まずは委員の方を、できましたら４月の時

点で、コアになるメンバーが決まっている

のがよろしいかと思います。ＰＴＡの皆様

の場合、６月までメンバーが決まらないと

いう形が多いと思いますが、まず地域の方

たちがある程度決めておいていただいて、

そこに後からＰＴＡの方が入りますとい

う形でも全然構いませんので、早めに決め

ておいていただけたらと思います。同じ４

月には、補助金の申請依頼をしていただい

ています。最大額２８万円、年間の補助金

という形で例年執行させていただいてい

ますが、予算案の協議をしていただいて、

協議会の了承が得られたものをご提出し

ていただいて、その後に振り込まれる形に

なりますので、この２点が取り急ぎ必要に

なる部分ではないかなと思われます。 

その後実際に活動を始めていただいて、

年間何回会議をやるかとか、といったとこ

ろが後々決めていただいてよろしいと思

います。 

様式第２号（第３条関係） 
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現在は、令和４年度の補助金の精算を行

っていますが、例年６月（出納閉鎖期間）

までかかってしまいますので、なるべくお

早めに精算を決めていただいてご提出い

ただけると助かります。 

委員の人数に関しましては、特に上限は

ありません。ただ、協議が主体になる会議

だと思いますので、あまり大勢の人数にな

ってしまうと協議にもならないのではと

いう心配がありますので、ご配慮いただけ

たらと思います。学校運営協議会（ＣＳ）

は、上限が一応設定されていまして、１５

名という形になっています。足立区が推進

している開かれた学校づくり協議会型コ

ミュニティ・スクールであれば、学校運営

協議会が役員会という形になるので、最大

で１５名の役員とメンバーがあと何人と

いう形になると思います。今ざっと北鹿浜

小と鹿浜西小の委員の人数を見させてい

ただくと、大体２０名ずつぐらいという形

で、特に多くもなく少なくもなくだと思い

ます。多い学校だと４０人ぐらいいるとこ

ろもありますし、少ないところだと２０人

少々のところもあります。 

開かれのメンバーが１５人で、学校運営

協議会が１０人ぐらいになってしまうと、

２回同じ会議を開催する感じになってし

まうこともあるので少々弊害になってい

るようなところも正直あります。ＣＳ校を、

ゆくゆくはめざしていただきたいという

ところもあるので、コアなメンバーはそん

なに多くしないほうがいいのかなという

のがいろいろな学校を回った感じの印象

です。年間の開催回数に関してですが、開

かれ要綱（案）、運営委員会要領（案）に

は、開かれ年３回以上、学校運営協議会６

回以上の記載がありますが、特に決め事は

ありません。皆様で協議の上、決めていた

だけたらと思います。少ないところだと２

回とか３回というところも正直あります。

多いところだと１０回というようなとこ

ろもあります。そこにプラス役員会だけを

１０回やって、開かれの協議会のほうを年

間３回というような形にしている学校も

あります。 

地域によって様々だと思いますので、ご

検討いただけたらと思います。 

今ざっくりお話しした形ですが、細かい

ところで何かご不明な点がありましたら、

皆様から直接ご連絡いただいても結構で

すので、学校支援課学校地域連携担当まで

よろしくお願いします。以上です。 

○野辺（陽）議長 

  どうもありがとうございました。それで

は鹿浜未来小学校の開かれた学校づくり

協議会につきまして、これからどのように

して委員を決めたらいいのか、どういった

方になっていただくのか、いろいろなこと

を皆さまのご意見で決めていきたいと思

いますので。皆さん、開かれの委員さんな

んですよね。ではどなたに伺ってもいいで

すよね。添田さん。どんなふうに委員を決

めるか。 

○添田委員 

  まず委員長さんを推薦していただいて、

委員長さんと校長先生で進めていただく

というのはいかがでしょうか。 

○野辺（陽）議長 

  二つの学校でそれぞれ先生を交えて話

して決めたらどうかということですよね。

私もそれがいいなと思いますけれども、こ

こで話し合ってもきっと決まらないと思

うので、各学校に持ち帰って、北鹿と鹿西

でそれぞれ、全部で１７、８人でよろしい

ですかね。両校で合わせて。 

○三ヶ島係長 
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  人数の上限は特に設けていませんので

極端に言ってしまえば、両校合わせた人数

で提出していただいても問題ないです。合

わせてだと４０人くらいになると思いま

す。ただ人数的には問題ありませんが、協

議をするのは難しいのではと思います。あ

と、今メンバーであるＰＴＡ会長なども

「もう６年生だから卒業するので私は無

理です」という方も出てくると思われます。

学校によってはＰＴＡ正副会長だけ入っ

ているところもあれば、正副会長から会計

など、役職がついている方は皆様入ってい

るところもあります。あまり増えてしまう

とどこまでも増えてしまうので、ある程度

は絞られてもいいのかなと思います。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございます。先日、北鹿の会

長さんと私とでちょっとお話合いをした

んですが、やはり各学校でお話ししながら

開かれの委員さんを中心に、統合の委員さ

んと言ったらいいでしょうかね、中心に決

めていったらいいと思うということです

よね。他にご意見ございますでしょうか。

よろしいですかね、そういうことで。各学

校で。 

○渡邉会長職務代理 

  多分今ここでは決められないと思いま

すので、それぞれの学校で、今言った４０

というわけには、ちょっと多すぎるので、

半分ぐらい、１０ぐらいずつをちょっと合

わせて、推薦していってというところです

かね。いかがですか。という話ではちょっ

と言っていたんです。で、お互い持ち寄っ

てというか、かぶる方もいらっしゃるし、

また全然ちょっと変わってきてしまうと、

極力この体制は崩したくないと個人的に

は思ったりしていたんですけれども、それ

ぞれ校長先生とよく話し合って、持ち寄っ

て、皆さんが納得していただくような形で

決めていけたらなと思っております。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。大体そういう

ことなんですけれども。よろしいですか。 

○三ヶ島係長 

  すみません、蛇足的に１点だけ。各校そ

れぞれ今まで開かれをやられてきてどう

してもこれは残したいというような想い

とか行事とかがおそらくあるのではない

かと思います。そこは次に引き継ぐために

も、もしくは無くしてしまうのかもしれま

せんが、例えば鹿浜西小はこういったこと

は残したい、北鹿浜小はこういったことは

残したいというところは持ち寄られたほ

うがよろしいのではないかと思います。そ

れを出し合うのが１回目の協議の場で出

ても良いのではと思います。人数もぴった

り半分で２０人にしろではなくても、３０

人くらいになってしまっても、先ほど言い

ましたけれども４０人になってしまって

も全然構わないです。想いのある人が集ま

ってくれたほうがよろしいかと思います。

ご検討ください。 

○野辺（陽）議長 

  了解いたしました。他にご意見ありまし

たら挙手をお願いいたします。 

○矢萩委員 

  質問でもいいですか。 

○野辺（陽）議長 

  はい。矢萩委員。 

○矢萩委員 

  開かれた学校づくり協議会から新しい

学校のほうに決まって、その後に学校運営

協議会のほうに進むかどうか、というよう

な話が出ていましたけれども、開かれた学

校づくり協議会と学校運営協議会の違い

があれば。分かりやすく説明していただけ
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るとありがたいなと思うんですが。 

○三ヶ島係長 

  学校運営協議会はとにかく熟議をする

場であって、議論を重ねる場所ですという

言い方をよくされています。開かれは、東

京都や国では、地域活動協働本部だという

ような言い方をされている部分があって、

実際に動く人たちの場所ですということ

です。学校運営協議会で熟議を重ねながら、

学校とともに運営方針を立て、開かれが動

くというのが国と都で言われていること

です。足立区は一体型となっている部分が

あるので、開かれの中に役員会があるよう

な、よくＰＴＡとか青少年委員会とかでも

そうだと思いますが、役員会があって、他

のメンバーがいて、役員がある程度決めて

メンバーと一緒にやっていこうという形

になっているかと思います。それと同じよ

うな形が開かれの中で役員会的な役割を

果たす学校運営協議会と位置付けていま

す。そして実際に活動される方たちが開か

れた学校づくり協議会のメンバーになる

と考えています。開かれた学校づくり協議

会の中にはＰＴＡや町会の方々がいらっ

しゃって、みんなでこの学校を良くするた

めにどうすればよいか考えたときに、例え

ばＰＴＡの役割はこれ、町会の役割はこれ

という分担を行うのが学校運営協議会で、

実際に活動という形にしていくのが開か

れた学校づくり協議会になっていくと思

います。少なくとも学校運営協議会は、実

際に活動するというよりは検討を重ねた

り、熟議をする場所だという形になります。

よろしいですか。 

○野辺（陽）議長 

  他にいかがでしょうか。 

○山下委員 

  今、矢萩委員のご質問の関連なんですけ

れども、学校運営協議会のお話があって、

熟議の部分はよく理解したんですが、機能

の中に教職員の任用に関する意見という

項目があります。このあたりはまあ任意と

ありますけれども、実際にどの程度の、あ

るいはどのような事例があるのか、任用と

いうのは非常に、ちょっと違う形でデリケ

ートなところがあって、もちろん都教委さ

んの人事に、差配によるものですけれども、

任用という部分についての実際、あるいは

事例等を教えていただければありがたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○三ヶ島係長 

  任用の部分に関しましては、毎年９月頃

にＣＳ校に対して教職員の任用に関する

意見はありますかという調査をかけてい

ます。どこの学校がどのようなことをとい

うのはお伝えできませんが、例えばこの先

生を残してほしいとか、中学校の部活動の

指導ができる先生を配置してほしいとい

ったような意見書などが出されています。

これらをまとめたものを東京都教育委員

会に提出するというような流れになりま

す。実際にどれだけ反映されるかというと

わかりませんが、コミュニティ・スクール

枠があって、出された意見をある程度反映

してくれているらしいという話は聞いて

います。 

○森部長 

  ちょっと補足です。人事に関する意見が

言えるというとすごく大げさで、例えばコ

ミュニティ・スクールがあの先生を何年

か残してくださいとか、絶対異動させては

嫌だとかそういう意見というイメージが

ありますけれども、実際にはそうではなく

て、コミュニティ・スクールは学校の方針、

運営方針をこうやっていこうとみんなで

熟議をして決めると。例えばＩＣＴに強い
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学校をつくろうよというふうになったら、

ぜひ東京都教育委員会にＩＣＴに強い先

生を配置してくださいねと、そういう意見

具申ができるという、そんなイメージなん

です。今までは、開かれた学校づくり協議

会の中だと、意見も言うし応援団だしとい

うような両方合わさった、もう一回言い直

すと、学校づくりについての方針も熟議を

しますし、学校がやろうとなったらみんな

応援団で一生懸命やるじゃないですか。そ

れが今の足立区の開かれた学校づくり協

議会なんですけれども、国が言っているの

は、コミュニティ・スクールは学校の在り

方を決めるぞという、熟議をする形。で、

一方で地域学校協働本部という、学校の応

援団が別にあるんですね。国は分けている

んだけれども、足立区は先行で開かれた学

校づくり協議会がありますので、応援団と

熟議をする組織が合体したうえにコミュ

ニティ・スクールというふうに言われま

すので、ちょっと分かりにくくなってしま

っているのは確かなんですけれども。ただ、

法律上でいうと、先ほど山下先生が仰った

とおりいろいろな意見が言えたり、熟議を

しながら学校の運営方針を校長先生なん

かにも言えるし、東京都にも意見が言える

という、そこら辺がちょっと違うところだ

というようなところです。 

○山下委員 

  ありがとうございます。 

○野辺（陽）議長 

  よろしいでしょうか。私たち今まで開か

れた学校づくり協議会でやってきたんで

すけれども、教育委員会からはＣＳになる

ようにみたいな話が何回もありましたけ

れども、面倒くさいから統合してから考え

ようというような気持ちで私自身はいた

んですが、もう少し、この体育館は音響が

悪いので申し訳ありませんが聞きづらく

て、ちょっと細かいところが聞こえなかっ

たんですが、とりあえず開かれの委員さん

を決めて、そしてそこで今後これからどう

するかというのを決めていったらいいな

と思います。 

○森部長 

  私たちも急に、統合したからコミュニテ

ィ・スクールというふうには全然思って

いません。ある程度統合した、今までどお

りの開かれた学校づくり協議会の形を作

って、もし新しい試みをするのであれば、

コミュニティ・スクールというのを検討

していただくと大変私たちもありがたい

し、一緒にコミュニティ・スクールをみん

なで新しい形で作っていきたいなと思っ

ていますので、まずは第一段階で開かれた

学校づくり協議会を、形を作っていただく

のが第一優先だというように思っていま

す。 

○野辺（陽）議長 

  他にはございますか。北鹿の校長先生、

いかがですか。よろしいですか。 

○鹿俣委員 

  大丈夫です。 

○野辺（陽）議長 

  はい。よろしいですかね、他に。もしご

ざいませんでしたら、今お話ししたとおり

とりあえず開かれのメンバーを決めて、そ

こで１回会議を開きまして、この統合地域

協議会とは別に、準備会みたいなものを私

たちで開いていきたいと思いますが、それ

でよろしいですか。 

（異議なし） 

  はい、ありがとうございます。それでは

少し検討させていただいて、そういった方

向で進みたいと思いますので、ご協力よろ

しくお願いいたします。もうお話しするこ
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とは尽きませんけれども、一応今日の会議

としてはここまでということで、先ほど申

し上げましたように北鹿と鹿西でそれぞ

れ委員の選出をしていただいて、一堂に会

してお話合いで進めていくということで

よろしいですね。はい、ありがとうござい

ます。では、ここまでです。司会の鈴木副

会長に戻します。 

（議事終了） 

 

以上 


